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（　令和5　）年度　　　　児　童　館　事　業　年　間　活　動　報　告　書　　　　　　（　京都市市原野　）児　童　館

児童館運営協力会 市原野自治連合会・市原野社会福祉協議会
静市民生児童委員会・少年補導委員会市原野支部
市原野体育振興会・市原野消防分団

(4)児童館を支える地域 市原野交通安全会
   組織作り 北シルバークラブ・すこやかクラブ

市原野女性会・市原野保健協議会
市原野保育園・市原野保育園保護者の会
市原野小学校・市原野小学校ＰＴＡ
洛北中学校・洛北中学校ＰＴＡ
市原野児童館学童クラブ保護者会
いちはらの学童ＯＢ会

パネルシアター「どうぞのいす」 東映団地地蔵盆
簡易テント・大型絵本台 宝ヶ池公園の乳幼児親子対象イベント
パネルシアター「あわてんぼうのサンタクロース」 クリスマス会発表のため

(5)地域への施設提供 プロジェクター一式 小学校謝恩会でメッセージ映像をながす
わたがし機械 絆灯会
マイク ミニミニデー

今後の活動の参考のため

今後の活動の参考のため 登録親子 児童館

今後の活動の参考のため 登録親子 児童館

今後の活動の参考のため 登録親子 児童館

(6)地域調査活動 今後の活動の参考のため 登録児童・保護者 児童館
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組織名称 構成団体・個人 会議／取組頻度

くまのこハッチ
さくら会

市原野小学校卒対委員

成果と課題

会議
（年４回）

なつまつり
（年１回）

じどうかん
こどもまつり

（年１回）

・設立の経緯・経過について
・年度報告と計画
・役員改選
・地域の子どもたちについて
情報共有
・まつり準備等

総会を含め、年間４回の会議を滞りなく行うことができた。「なつまつ
り」「じどうかんまつり」も地域の団体からの協力を得て、コーナーを増
やし大盛況のうちに終えることができた。
児童館運営に協力したい、市原野の子どもたちのために役立ちたいと
いう地域の気持ちを、会議や行事を通してつなげることができた。
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会場提供・備品貸出等 使　用　目　的 提供先（団体・機関等） 成果と課題

東映団地自治会

議題／取組内容

今年度は、社協ボランティアの方やPTAの保護者など児童館と日頃つながりのある団体か
らの依頼が多かった。「こまった！どうしよう」というタイミングでお声かけいただくことも
多く、児童館として少しでも力になれるように備品の貸し出しを行った。

市原野小学校PTA
市原野学区社協

調査名 調査目的 調査対象 調査主体 調査方法 成果と課題

京都市社会福祉協議会が運
営する児童館を利用されて
いる皆様へのアンケート

児童館を利用している保護
者・小学生・中高生

京都市社会福祉協議会 アンケートの実施 保護者や地域の方からの自由記述欄には児童館の活動をいつも応援してくださっていることや、励
ましのお言葉やお褒めの言葉を多数いただいた。一方でハード面への課題や、もっとこんな風になっ
たらいいのに…というコメントもいただき、より良い児童館運営をしていくために参考にしていきた
い。また、小学生や中高生世代からは、いつも児童館で楽しく遊べているという結果が読み取れた
が、「うるさくて落ち着けない」、「もっと図書（まんがなど含む）を充実させてほしい」といった率直な
意見も目立った。

幼児クラブの活動について
「ケロちゃんクラブ」

クラブ内で座談会 今年度は、それぞれのクラブのアンケートを行わず、3月の活動の中で「今年度の振り返り」をテーマ
に座談会を設けた。ケロちゃんクラブでは、「ケロちゃんクラブのある火曜日が毎週楽しみ」、「育児に
つかれているときでもなんとか児童館に到着すれば救われた気持ちになる」、「子どもだけでなく親
にとっても大事な場所です」といった、親子の居場所になっているというコメントを多数いただい
た。活動内容についても、肯定的なコメントが多く来年度以降の要望として、ランチタイムの復活や食
べる活動を積極的に行ってほしいという意見が上がった。

幼児クラブの活動について
「ふれあいBook love」

クラブ内で座談会 今年度は、それぞれのクラブのアンケートを行わず、3月の活動の中で「今年度の振り返り」をテーマ
に座談会を設けた。参加した保護者からは「虫を積極的に自分で捕まえたりすることはしないので、
家庭ではできない活動が多かった」、「絵本をたくさん読んでもらう機会になった」、「季節感があって
よかった」というコメントをいただいた。来年度以降の要望として、ランチタイムの復活を求める声が
上がった。

幼児クラブの活動について
「よちよちクラブ」

クラブ内で座談会 今年度は、それぞれのクラブのアンケートを行わず、3月の活動の中で「今年度の振り返り」をテーマ
に座談会を設けた。今年度、参加人数が伸び悩んだよちよちクラブだったが、参加した保護者からは
「参加者が一人の時もあったけど、ゆっくりと子どもを遊ばせながら先生に色々聞いてもらってよ
かった」、「手形取りと身体測定の日にちが事前にわかっていればそこを狙っていきたい」という意見
をいただいた。

高学年クラブの活動につい
て

アンケートの実施 保護者へ行ったアンケートは回答が２件と伸び悩んだ。年会費１２００円については「安いと感じる」
「適切である」という意見に割れており、「高いと感じた」方はいないことが分かった。「参加する度
に、今日楽しかった！と言って、作ったものを見せてくれたり、見てきたものを伝えてくれたり高学
年クラブを楽しんで参加してる様子が伝わってきました。」という回答もあり、参加させて良かったと
いう保護者の思いが受け取れた。子どもたちからのアンケートでは、おでかけやクッキングができて
嬉しかったという意見が多く、来年度も参加したいという子どもが多かった。


